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1.  平成23年4月期第2四半期の業績（平成22年5月1日～平成22年10月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年4月期第2四半期 2,095 △1.8 297 28.2 297 28.9 172 30.0
22年4月期第2四半期 2,133 △0.9 231 2.3 231 2.9 132 2.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年4月期第2四半期 4,034.43 ―
22年4月期第2四半期 3,098.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年4月期第2四半期 3,153 2,460 77.7 58,321.96
22年4月期 3,216 2,406 74.5 55,998.84

（参考） 自己資本   23年4月期第2四半期  2,449百万円 22年4月期  2,395百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年4月期 ― 0.00 ― 1,750.00 1,750.00
23年4月期 ― 0.00
23年4月期 

（予想）
― 1,800.00 1,800.00

3.  平成23年4月期の業績予想（平成22年5月1日～平成23年4月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,750 4.5 672 8.1 677 7.8 371 4.8 8,759.29



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】4ページ「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年4月期2Q 43,660株 22年4月期  43,660株
② 期末自己株式数 23年4月期2Q  1,658株 22年4月期  878株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年4月期2Q 42,702株 22年4月期2Q 42,782株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、その四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表の手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績はさまざまな要因によっ
て、予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国向けの輸出増加を背景に一部企業の業績に回復

の兆しが見られるものの、円高の進行などにより先行き不透明感が払拭できない中、雇用環境の悪化や

消費の不振により、依然として厳しい環境が継続しております。 

 当社を取り巻く環境も、当社が提案してまいりました１冊から作成する写真集は「フォトブック」サ

ービスとして浸透が進んでおりますものの、景気の先行き不透明感は、消費マインドを抑制させてお

り、業務向けの写真市場、葬儀葬祭市場、一般消費者市場いずれにおきましても、厳しい環境が継続し

ております。 

 このような状況の中、当社はフューネラル（葬儀葬祭）市場に対する遺影写真等画像映像のデジタル

加工、通信出力を主体としたメモリアルデザインサービス事業と、デジタル写真とオンデマンド印刷の

融合を目指し、一般消費者からプロフェッショナル写真家までをターゲットに個人向け写真集の作成、

販売を主体としたパーソナルパブリッシングサービス事業を中心として、一つ一つカスタマイズされた

モノ創りにこだわって展開してまいりました。 

 この結果、売上高は2,095,063千円（前年同四半期比98.2％）となり、利益面におきましては、メモ

リアルデザインサービス事業における粗利益率の向上、および販売手数料、旅費交通費等の減少によ

り、経常利益は297,865千円（前年同四半期比128.9％）、四半期純利益は172,279千円（前年同四半期

比130.0％）となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

（メモリアルデザインサービス事業） 

 メモリアルデザインサービス事業におきましては、引き続き、画像処理の高い技術力や充実した自社

サポート体制を強調した顧客開拓を進め、新規顧客を開拓するとともに、動画を用いた葬儀演出ツール

や、カラー額などの販売に力を注いでまいりました。システム機器の販売が予定を下回ったものの、遺

影写真の加工が好調に推移した結果、売上高は913,370千円（前年同四半期比105.0％）、セグメント利

益は304,442千円となりました。 

  

（パーソナルパブリッシングサービス事業） 

 パーソナルパブリッシングサービス事業におきましては、自社営業による新規顧客開拓、発注ソフト

のバージョンアップ、海外展示会の出展、インターネットを中心とした広告宣伝の実施により知名度の

向上を図ってまいりましたが、厳しい経済環境が継続する中、国内市場、海外市場とも需要の掘り起こ

しが予定通り進みませんでした。その結果、売上高は1,181,693千円（前年同四半期比93.5％）とな

り、セグメント利益は152,063千円となりました。   

  
 （注） 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

平成20年３月21日）を適用しております。 

これによる事業区分に与える影響はないため、前年同四半期比較を行っております。 

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ62,541千円減少し、3,153,831千円と

なりました。これは主に、有形固定資産が64,407千円減少したことによるものであります。当第２四半

期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ116,437千円減少し、693,405千円となりました。こ

れは主に、未払法人税等が41,200千円減少したこと、長期借入金が34,500千円減少したことによるもの

であります。当第２四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ53,896千円増加し、

2,460,426千円となりました。これは主に、剰余金の配当として74,868千円計上し、自己株式を40,119

千円購入した一方で、四半期純利益を172,279千円計上したことによるものであります。  

  

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に

比べ10,486千円増加し、923,832千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因

は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間において営業活動の結果獲得した資金は、235,110千円（前年同四半期は

281,974千円の獲得）となりました。これは主に、税引前四半期純利益を294,985千円、減価償却費を

131,839千円計上し、法人税等を161,455千円支払ったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、70,300千円（前年同四半期は

177,764千円の使用）となりました。これは主に、有形固定資産の取得34,521千円、無形固定資産の取

得34,495千円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は、154,310千円（前年同四半期は

114,012千円の使用）となりました。これは、配当金の支払74,570千円、自己株式の取得40,242千円、

長期借入金の返済39,498千円によるものであります。  

  

平成22年６月10日に発表いたしました平成23年４月期業績予想につきましては、現時点において変更

はありません。 

  

(2) 財政状態に関する定性的情報

 ① 資産、負債及び純資産の状況

 ② キャッシュ・フローの状況

(3) 業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  税金費用の計算 

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３

月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。 

 これによる、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は

ありません。 

（四半期貸借対照表関係） 

前第２四半期会計期間において、独立掲記しておりました「機械及び装置」（当第２四半期会計期

間末190,049千円）は、資産総額の100分の10以下となったため、当第２四半期会計期間においては、

有形固定資産「その他」に含めて、表示しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

① 簡便な会計処理

② 特有の会計処理

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

① 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

② 表示方法の変更

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表

 (1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 923,832 913,346

受取手形及び売掛金 487,983 515,344

商品及び製品 67,137 60,083

仕掛品 11,431 9,729

原材料 47,471 51,478

その他 96,896 84,512

貸倒引当金 △7,966 △7,229

流動資産合計 1,626,785 1,627,264

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 498,182 509,354

土地 370,758 370,758

その他（純額） 266,771 320,005

有形固定資産合計 1,135,712 1,200,119

無形固定資産 221,166 216,111

投資その他の資産 170,166 172,876

固定資産合計 1,527,045 1,589,107

資産合計 3,153,831 3,216,372

負債の部

流動負債

買掛金 83,870 93,497

未払法人税等 127,700 168,900

賞与引当金 102,400 105,000

その他 254,677 283,588

流動負債合計 568,648 650,985

固定負債

長期借入金 112,223 146,723

退職給付引当金 12,533 12,134

固定負債合計 124,756 158,857

負債合計 693,405 809,842
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 490,300 490,300

資本剰余金 606,585 606,585

利益剰余金 1,470,078 1,372,667

自己株式 △114,763 △74,644

株主資本合計 2,452,200 2,394,908

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,561 833

評価・換算差額等合計 △2,561 833

新株予約権 10,787 10,787

純資産合計 2,460,426 2,406,529

負債純資産合計 3,153,831 3,216,372
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(2) 【四半期損益計算書】

  【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年５月１日
至 平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年５月１日
至 平成22年10月31日)

売上高 2,133,596 2,095,063

売上原価 1,049,216 1,038,172

売上総利益 1,084,379 1,056,891

販売費及び一般管理費 852,392 759,537

営業利益 231,987 297,353

営業外収益

受取利息 169 217

受取配当金 350 278

受取手数料 515 516

助成金収入 － 7,114

受取保険金 427 －

その他 476 477

営業外収益合計 1,939 8,604

営業外費用

支払利息 2,288 1,658

為替差損 546 6,218

その他 10 215

営業外費用合計 2,845 8,092

経常利益 231,081 297,865

特別損失

固定資産除却損 23 2,880

特別損失合計 23 2,880

税引前四半期純利益 231,057 294,985

法人税等 98,495 122,705

四半期純利益 132,562 172,279

㈱アスカネット(2438) 平成23年４月期 第２四半期決算短信（非連結）

－7－



 (3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年５月１日
至 平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年５月１日
至 平成22年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 231,057 294,985

減価償却費 146,202 131,839

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,589 735

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,900 △2,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,144 399

受取利息及び受取配当金 △519 △495

支払利息 2,288 1,658

為替差損益（△は益） 3 12

固定資産除却損 23 2,880

売上債権の増減額（△は増加） △13,143 27,360

たな卸資産の増減額（△は増加） 232 △4,748

仕入債務の増減額（△は減少） △5,331 △9,626

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,790 △16,716

その他 △3,630 △27,995

小計 362,318 397,690

利息及び配当金の受取額 518 466

利息の支払額 △2,189 △1,590

法人税等の支払額 △78,672 △161,455

営業活動によるキャッシュ・フロー 281,974 235,110

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △155,443 △34,521

無形固定資産の取得による支出 △19,577 △34,495

貸付けによる支出 △1,500 －

貸付金の回収による収入 920 150

その他 △2,163 △1,434

投資活動によるキャッシュ・フロー △177,764 △70,300

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △39,498 △39,498

配当金の支払額 △74,514 △74,570

自己株式の取得による支出 － △40,242

財務活動によるキャッシュ・フロー △114,012 △154,310

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,805 10,486

現金及び現金同等物の期首残高 505,521 913,346

現金及び現金同等物の四半期末残高 495,715 923,832
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該当事項はありません。 

  

１ 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社は、「メモリアルデザインサービス事業」と「パーソナルパブリッシングサービス事業」の二つの

事業を柱とし、それぞれの事業ごとに取り扱う製品・サービスについて事業計画を立案し、展開している

ため、当社は「メモリアルデザインサービス事業」と「パーソナルパブリッシングサービス事業」の二つ

を報告セグメントとしております。 

 「メモリアルデザインサービス事業」は、葬儀葬祭市場に対する遺影写真等画像映像のデジタル加工、

通信出力を主体としており、「パーソナルパブリッシングサービス事業」は、デジタル写真とオンデマン

ド印刷の融合を目指し、一般消費者からプロフェッショナル写真家までをターゲットに個人向け写真集の

作成、販売を主体としております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期累計期間(自 平成22年５月１日 至 平成22年10月31日) 

(単位：千円) 

 
(注) １  セグメント利益の調整額△159,152千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費）であります。 

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

(追加情報) 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【セグメント情報】

報告セグメント
調整額 
（注）１

四半期
損益計算書 
計上額 
（注）２

メモリアル 
デザイン 

サービス事業

パーソナル
パブリッシング
サービス事業

計

売上高

 外部顧客への売上高 913,370 1,181,693 2,095,063 ― 2,095,063

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

― ― ― ― ―

計 913,370 1,181,693 2,095,063 ― 2,095,063

セグメント利益 304,442 152,063 456,506 △159,152 297,353

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

㈱アスカネット(2438) 平成23年４月期 第２四半期決算短信（非連結）

－9－


